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1. 2022年9月期第3四半期の業績 (2021年10月1日～2022年6月30日)

(1) 経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 27,472 ― 272 ― 400 ― 241 ―

2021年9月期第3四半期 33,866 10.6 1,666 97.3 1,787 82.3 1,206 87.3

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年9月期第3四半期 41.50 ―

2021年9月期第3四半期 208.11 ―

※「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を第1四半期会計期間の期首から適用しております。2022年9月期

第3四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

※2021年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前事業年度の期首に当該株式分割が行われた

と仮定し、1株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 23,033 9,541 41.4

2021年9月期 25,864 10,016 38.7

(参考) 自己資本 2022年9月期第3四半期 9,541 百万円 2021年9月期10,016 百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― 20.00 ― 114.00 134.00

2022年9月期 ― 10.00 ―

2022年9月期(予想) ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※2021年9月期期末配当金の内訳 普通配当20円00銭、特別配当94円00銭

※2021年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、2021年9月期の1株当たり配当金については、

当該株式分割前の実際の金額を記載し、2022年9月期の1株当たり配当金については、当該株式分割後の金額を記載しています。

※2022年9月期(予想)の1株当たり配当金については、1株当たり年間配当金20円を下限として、期末配当金は年間配当額を業績に応じた利益

還元として配当性向35％程度を目安に実施する予定です。業績に応じた利益還元については、決定次第速やかにお知らせします。

　



3．2022年9月期の業績予想 (2021年10月1日～2022年9月30日)

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 ― 640 ― 750 ― 500 ― 85.97

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を第1四半期会計期間の期首から適用しており、上記の業績予
想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。

※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数(普通株式)

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2022年9月期3Ｑ 6,960,980株 2021年9月期 6,960,980株

② 期末自己株式数 2022年9月期3Ｑ 1,138,108株 2021年9月期 1,153,480株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2022年9月期3Ｑ 5,815,580株 2021年9月期3Ｑ 5,799,068株

※2021年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前事業年度の期首に当該株式分割が行

われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数および期中平均株式数を算定しております。

※期末自己株式数および期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託(J-ESOP)」制度に係る信託財産として、

株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有している当社株式を含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「１．当四半期決算

に関する定性的情報(3)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、３月下旬のまん延防止等重点措置の解除を受けた個人消費の回復な

ど、コロナ禍からの緩やかな回復傾向を維持して推移いたしましたが、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化や中国

のロックダウンの影響など先行きに関する不透明感は増しており、引き続き注視が必要な状況が続くと見込まれてお

ります。

当社が位置するＩＣＴ業界においては、ビジネスモデルを変革するＤＸ投資、業務効率化や生産性向上を目的とし

たシステム投資などへの根強い需要から、企業の戦略的ＩＴ投資は堅調に推移しておりますが、今後の景気動向によ

っては下振れするリスクも見込まれています。

このような環境の中、当社は、2022年９月期より2024年９月期を対象とした第２期中期経営計画「FuSodentsu

Vision 2024(FSV2024)」～80周年さらには100周年に向けたInnovation Challenge～の初年度として、自治体や防

災・減災ビジネス、ヘルスケアなどの主力ビジネスの拡大、EncycloWMS(倉庫管理システム)のエンハンスなどによる

自社パッケージの強化、売上の平準化と安定的な収益の確保を目指したサービスビジネスの強化などに努めてまいり

ましたが、半導体をはじめとする世界的な電子部品の不足によるハードウエアの納期遅延などの影響が生じました。

その結果、当第３四半期累計期間の受注高につきましては、納期遅延見込みによる延伸やシステム更新案件の減少

などにより28,151百万円(前年同四半期比8.4％減)となりました。売上高につきましては、サポートデスクやソフト

ウエアサポートサービスなどサービス部門は着実に増加したものの、システム更新案件や防災・減災案件の減少など

に加え、納期遅延の影響もあり27,472百万円(前年同四半期は33,866百万円)となりました。なお、「収益認識に関す

る会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を第１四半期会計期間の期首から適用しているため、当第３

四半期累計期間における経営成績に関する説明に関しては、前第３四半期累計期間と比較した前年同四半期比(％)の

記載は省略しております。詳細は、「２．四半期財務諸表及び主な注記 (3) 四半期財務諸表に関する注記事項 (会

計方針の変更)」に記載のとおりであります。

　 部門別の売上高につきましては、

　 ネットワーク部門 9,683百万円 (前年同四半期 12,902百万円)

　 ソリューション部門 7,158百万円 (前年同四半期 10,493百万円)

　 オフィス部門 4,199百万円 (前年同四半期 4,443百万円)

　 サービス部門 6,431百万円 (前年同四半期 6,026百万円)

　となりました。

利益につきましては、販売管理費の維持などに努めたものの売上高が前年同四半期と比較して大幅に減少したこと

や粗利益率の悪化などにより、

　 営業利益 272百万円 (前年同四半期 営業利益 1,666百万円)

　 経常利益 400百万円 (前年同四半期 経常利益 1,787百万円)

　 四半期純利益 241百万円 (前年同四半期 四半期純利益 1,206百万円)

となりました。

＜当社の四半期業績の特性について＞

システム導入および更新時期が、お客様の決算期である３月、９月に集中する傾向にあるため、売上高は第２四半

期、第４四半期に集中、増加する特性があります。

(2) 財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末における総資産は、23,033百万円となり、前事業年度末に比べ2,830百万円減少となりま

した。主な減少理由といたしましては、現金及び預金が867百万円、受取手形、売掛金及び契約資産(前事業年度末は

受取手形及び売掛金)が1,110百万円、有価証券が600百万円減少したことによるものです。

負債につきましては、13,491百万円となり、前事業年度末に比べ2,356百万円減少となりました。主な減少理由と

いたしましては、支払手形及び買掛金が956百万円、１年内返済予定の長期借入金が300百万円、契約負債(前事業年

度末は前受金)が458百万円、賞与引当金が445百万円減少したことによるものです。

純資産につきましては、9,541百万円となり、前事業年度末に比べ474百万円減少となりました。主な減少理由とい

たしましては、四半期純利益を計上したものの配当金の支払により利益剰余金が減少、その他有価証券評価差額金が

362百万円減少したことによるものです。

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年９月期の業績予想につきましては、2021年11月５日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年９月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,412,328 5,544,573

受取手形及び売掛金 6,117,820 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 5,006,958

有価証券 2,700,000 2,100,000

商品 438 9,011

仕掛品 2,186,933 1,496,072

その他 736,202 1,112,393

貸倒引当金 △17,804 △10,049

流動資産合計 18,135,917 15,258,960

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,162,729 1,167,466

減価償却累計額 △813,289 △825,685

建物及び構築物（純額） 349,440 341,780

土地 188,725 188,725

その他 850,402 811,730

減価償却累計額 △646,400 △649,742

その他（純額） 204,002 161,988

有形固定資産合計 742,167 692,494

無形固定資産

ソフトウエア 105,324 189,474

その他 22,846 22,651

無形固定資産合計 128,171 212,125

投資その他の資産

投資有価証券 4,837,227 4,615,471

リース投資資産 674,768 877,158

差入保証金 347,688 356,674

繰延税金資産 933,257 953,123

その他 82,466 84,928

貸倒引当金 △17,173 △17,143

投資その他の資産合計 6,858,233 6,870,212

固定資産合計 7,728,572 7,774,832

資産合計 25,864,490 23,033,793
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年９月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,932,756 5,976,558

１年内返済予定の長期借入金 300,000 －

未払法人税等 408,908 －

前受金 1,372,549 －

契約負債 － 914,417

賞与引当金 839,893 394,230

その他 1,520,342 1,747,296

流動負債合計 11,374,450 9,032,503

固定負債

長期未払金 354,626 186,279

退職給付引当金 3,291,497 3,218,135

株式給付引当金 151,055 177,224

リース債務 674,443 876,834

その他 2,000 1,000

固定負債合計 4,473,623 4,459,473

負債合計 15,848,073 13,491,976

純資産の部

株主資本

資本金 1,083,500 1,083,500

資本剰余金 1,198,535 1,205,087

利益剰余金 6,894,721 6,767,637

自己株式 △582,692 △574,028

株主資本合計 8,594,064 8,482,195

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,422,352 1,059,621

評価・換算差額等合計 1,422,352 1,059,621

純資産合計 10,016,417 9,541,817

負債純資産合計 25,864,490 23,033,793
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(2) 四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 33,866,190 27,472,863

売上原価 27,695,632 22,693,568

売上総利益 6,170,558 4,779,295

販売費及び一般管理費 4,504,427 4,506,384

営業利益 1,666,131 272,911

営業外収益

受取利息 3,365 6,325

受取配当金 78,314 89,215

仕入割引 3,063 2,613

貸倒引当金戻入額 6,653 7,785

その他 35,684 24,544

営業外収益合計 127,082 130,483

営業外費用

支払利息 2,496 694

その他 3,412 1,747

営業外費用合計 5,908 2,442

経常利益 1,787,304 400,952

特別利益

投資有価証券売却益 3,443 －

特別利益合計 3,443 －

特別損失

投資有価証券評価損 2,084 －

特別損失合計 2,084 －

税引前四半期純利益 1,788,663 400,952

法人税、住民税及び事業税 364,969 37,802

法人税等調整額 216,848 121,767

法人税等合計 581,817 159,569

四半期純利益 1,206,846 241,382
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

工事契約に関して、従来は、その進捗部分について成果の確実性が認められる場合には工事進行基準を適用し、

この要件を満たさない場合には工事完成基準(検収基準)を適用しておりましたが、第１四半期会計期間の期首よ

り、一定の期間にわたり充足される履行義務として充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の

期間にわたり認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、見積工事

原価総額に占める発生原価の割合によるインプット法にて算出し、進捗度の合理的な見積りができない工事につい

ては、原価回収基準を適用しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。また、収益認識会計基準

第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期会計期間の

期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は3,472千円減少し、売上原価は4,101千円増加し、営業利益、経常利

益及び税引前四半期純利益はそれぞれ7,573千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は41,814千円

増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手

形及び売掛金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し、「流動負債」に

表示していた「前受金」は、第１四半期会計期間より「契約負債」として表示することとしました。なお、収益認

識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により組替えを行っ

ておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。)

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」(企業会

計基準第10号 2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

当社は、情報通信機器・オフィス機器の販売施工、システムソフト開発およびこれらに関連するサポートサービ

スの単一事業を営んでいるため、記載を省略しております。

　


